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（平成24年1月15日現在）

12月定例会

我が町のデータ・あれ！これ

 山都町立小学校児童数推移

　平成２３年第４回定例会は、１２月８日に開会し１４日に閉会しました。
　本会議では専決処分報告３件、条例４件、補正予算６件を審査して、一般会計補正予算に
ついては賛成多数で、その他の議案は全会一致で可決承認しました。
　議案審議の内容については3ページに掲載します。　

　随時、町の各種データ（数字）を公表していきたいと思います。
　町民の皆さまにも、それぞれ各種データ（数字）からこの町の現状を読みとられ、活かして
いただきたいと考えます。
　12月定例会の一般質問や議案審議の中で、学校の統廃合について意見がありましたの
で、今回は各小学校の予測児童数を調べました。

全体としてはわずかに減少していますが、学校次第では大きく減少しているところもあり、少子化
に歯止めがかからない状況です。と同時に若者が少ないことの表れでもあり、いろいろな問題を
含んでいる中での児童数の減少は町の活性化（定住対策）に対する喫緊の課題であります。

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
中 島 小 69 63 62 58 53 47 45
矢 部 小 209 209 216 222 227 247 220
御 岳 小 52 41 41 40 34 35 35
潤 徳 小 59 57 58 66 61 63 62
清 和 小 77 81 88 93 98 101 103
蘇 陽 小 74 79 76 78 81 71 79
蘇陽南小 85 85 72 77 74 73 69

計 625 615 613 634 628 637 613
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  議論白熱：地域総合整備資金貸付金

議案審議

スポーツ推進委員に改称
スポーツ振興法が改正され、スポーツ基本法がＨ２３年８月２４日から施行されました。これまでの体育指導
委員の名称が変わり新たにスポーツ推進委員を設置することになりました。

23年度一般会計補正予算（第3号）
２億４千万を追加し補正後の総額は１４０億となりました。主な明細は以下の通りです。
1 バスターミナル整備工事	 5,650万円（舗装、車庫建築）
2 地域総合整備資金貸付金	 1億円（広域病院8,000万、老ホ｢そよ風の里ほたる｣2,000万）
3 蘇陽統合小に関する費用	 154万円（校旗、緞帳、看板など）

水道料金改正
町簡易水道等事業給水条例の一部改正
Ｈ２４年４月１日より、全１９箇所の簡易水道事
業の料金が改正されます。
基本水量が５㌧から７㌧の1,050円になり、超過料金（１㌧に
つき）が140円から147円に改正されます。
※�なお、大矢野原地区簡易水道の料金は、町の統合計画か
ら離脱し組合で運営していくと言うことで現行のままです。
　（当簡易水道の扱いについては簡易水道審議会で協議中）

上川井野配水池

Q �地域総合整備資金貸付金とは。
A �地方公共団体による無利子融資。目的は町が金融機関などと共同して地域振興に資する民間事業者活動
を支援し、活力ある地域づくりの推進に寄与するために、ふるさと財団の支援を得て民間事業者に供給する
無利子資金である。

Q �『広域病院』に8,000万、『そよ風の里ほたる』に2,000万だがどういう経過でこの２事業所なのか。募集か
何かしたのか。誰でも申請できるのか。

A �以前、2件の法人に貸し付けた実績がある。今回も申請があっての事業計画である。融資制度要件、貸付要
件を満たせば申請可能だが、町としては何もかもということではない。

Q �町の貸付要綱には「過去３期分の損益計算書及び貸借対照表」の添付が明記されているが、工藤議員が
理事長の『そよ風の里ほたる』は新規であるためこの書類がない。公金を貸し付ける中で問題ではないか。
リスクという点からも問題がある。

A �融資制度の要件の中では問題ないと考えるし、また民間金融機関の連帯保証が担保になる。公共の福祉や
雇用の拡大につながるという点からご理解いただきたい。

Q �融資制度の要件だけでなく町の貸付要綱にならうべきだ。２,０００万の貸付については順序としてまず要綱
を改定してから、予算を出すべきではないか。

A �要綱改定についても検討していきたいが貸付決定が２月にある。財団との協議の中で予算措置が必要であ
り、ご理解いただきたい。
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庁
舎
用
地
の
買
収

問　
庁
舎
用
地
の
収
用
裁

決
申
請
は
苦
渋
の
決
断
だ
っ

た
と
思
う
が
、
買
収
が
困
難

に
な
っ
た
の
は
、
私
な
ど
が

地
権
者
の
人
権
を
侵
害
し
た

か
ら
だ
、
と
の
言
い
が
か
り

が
あ
る
。
ど
う
思
う
か
。

答
　
用
地
交
渉
の
場
で
、

基
本
的
に
は
決
ま
っ
た
こ
と

は
進
め
て
い
く
。
誠
心
誠
意
、

理
解
を
求
め
て
行
っ
た
。

問
　
朝
日
新
聞
の
庁
舎
問

題
に
関
す
る
記
事
は
事
実
無

根
で
あ
り
、
訂
正
記
事
を
求

め
る
べ
き
だ
。

答
　
朝
日
新
聞
社
に
確
認

し
、
私
は
言
っ
て
い
な
い
と

申
し
上
げ
た
。

事
業
認
定
の
適
用
は

問　
浜
町
会
館
買
収
の
際

に
「
事
業
認
定
」
を
行
わ

な
か
っ
た
た
め
町
民
に
4
，

6
0
0
万
円
の
損
失
を
与
え

た
と
、
曲
げ
た
情
報
が
流
さ

れ
て
い
る
。
ど
ん
な
件
で
も

強
制
収
用
の
対
象
と
な
る
な

ら
恐
い
こ
と
だ
。
正
し
い
情

報
を
伝
え
る
べ
き
だ
。

答
　
租
税
特
別
措
置
法
に

つ
い
て
、売
買
の

意
思
を
踏
ま
え

税
務
署
に
打
診

し
た
結
果
、そ

の
条
項
に
あ
た

ら
な
い
旨
の
回

答
を
得
た
。常

に
、町
民
側
の

税
金
対
策
を
考

え
て
い
る
。こ
の

件
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
は
税

務
署
協
議
の
う

え
土
地
収
用
法
に
か
か
ら
な

い
と
決
定
し
た
。

問
　
街
づ
く
り
の
具
体
策

が
見
え
な
い
。
衆
知
を
集
め

る
べ
き
だ
。

答
　
浜
町
会
館
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
は
、商
工
会
、観

光
協
会
と
協
議
し
て
い
る
。将

来
の
展
望
を
見
極
め
た
う
え

報
告
す
る
。駐
車
場
に
つ
い
て

は
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
定

期
的
な
イ
ベン
ト
を
開
催
し
て

い
く
。

赤
字
の
垂
れ
流
し
は
許

さ
れ
な
い
。

問　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
独

立
採
算
制
に
徹
す
る
べ
き
だ
、

赤
字
の
垂
れ
流
し
は
許
さ
れ

な
い
。
社
長
及
び
支
配
人
は

更
新
を
前
提
と
し
た
期
間
契

約
を
し
、
待
遇
は
固
定
給
プ

ラ
ス
成
功
報
酬
と
す
べ
き
だ
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ス
ト
で

頑
張
っ
て
い
る
が
、
指
摘
が

あ
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
そ
よ
風
パ
ー
ク
に

お
い
て
は
現
場
で
ゲ
キ
を
飛

ば
し
て
い
る
し
、
各
施
設
に

つ
い
て
は
色
々
と
指
示
を
し

て
い
る
。

林
業
へ
の
取
組
み
は

問
　
森
林
整
備
推
進
事
業

と
は
。

答
　
間
伐
、
再
造
林
、
下

刈
、
流
通
経
費
の
一
部
に
助

成
を
し
な
が
ら
、
林
業
家
の

再
意
欲
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。

問
　
再
造
林
と
下
刈
は
、

林
家
の
負
担
は
な
い
が
、
間

伐
流
通
経
費
の
助
成
の
上
積

み
は
で
き
な
い
か
。

答
　
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し

て
き
た
が
予
算
の
範
囲
内
で
、

出
荷
量
に
助
成
金
を
出
す
こ

と
で
現
在
は
考
え
て
い
る
。

問
　
新
た
な
造
林
事
業
の

概
要
と
町
の
林
業
活
性
化
へ

の
取
組
み
は
。

答
　
23
年
度
よ
り
面
積
の

集
約
化
（
5
h
a
以
上
）

を
対
象
に
、
本
町
の
林
業

は
、
再
造
林
を
軸
に
進
め
た

い
。
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る

が
、
夢
の
描
け
る
事
業
と
し

た
い
。

「
や
ま
し
き
沈
黙
」か
ら
の

脱
皮問　

朝
日
新
聞
の
記
事
で
、

「
町
建
設
課
は
本
当
は
国
道

沿
い
に
建
て
た
か
っ
た
が
土
地

収
用
は
必
要
最
小
限
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、現
在
の
場
所

に
な
っ
た
。」と
あ
る
が
、こ
れ

は
誰
の
発
言
か
、真
意
は
。

答
　
新
聞
社
に
問
い
合
わ

せ
、こ
の
記
事
の
発
端
と
な
っ

た
発
言
は
私（
建
設
課
長
）で

す
か
と
問
い
合
わ
せ
た
。記
者

に
話
し
た
事
実
と
違
う
記
事

に
な
っ
て
い
る
。「
国
道
ま
で

買
い
た
か
っ
た
」と
の
言
葉
が
、

「
国
道
に
建
て
た
か
っ
た
」に

変
わ
っ
た
。

問
　
や
っ
と
真
実
（
本

音
）
の
発
言
を
聞
い
た
と
感

じ
た
が
、
見
解
の
違
い
と
云

う
こ
と
で
残
念
だ
。

答
　
若
手
の
記
者
に
意
見

を
申
し
上
げ
、
局
長
に
抗
議

し
た
。
記
事
に
誤
り
が
あ
る

こ
と
に
、
報
道
の
責
任
を
追

及
し
て
き
た
。

問
　
今
、町
は
隠
ぺ
い
体
質
。

誰
も
結
果
責
任
を
と
ら
な
い
、

正
義
を
語
れ
な
い｢

や
ま
し
き

沈
黙｣

に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　

町
も
議
会
も
一
緒
。正
義
が

語
れ
な
い
現
状
の
こ
の
危
う

さ
、不
合
理
さ
を
真
剣
に
考

え
て
ほ
し
い
。

答
　
基
本
的
に
は
オ
ー
プ

ン
で
あ
る
。
庁
議
の
中
で
も

意
見
は
出
て
い
る
。
職
員
に

は
バ
ラ
ン
ス
の
欠
け
る
話
に

は
自
由
な
発
言
を
求
め
て
い

る
。

中村 益行

江藤 　強

一　般　質　問

間伐作業現場

山都町役場庁舎完成予想模型
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一　般　質　問

庁
舎
建
設
に
伴
う
用
地

交
渉
の
経
緯

問　
未
買
収
地
を
強
制
的

に
収
用
取
得
す
る
た
め
、
県

に
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
求

め
る
申
請
を
提
出
し
た
が
、

地
権
者
と
の
裁
判
も
い
と
わ

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
裁
判
は
相
手
が
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
裁
判
ま
で
は

至
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
何
故
こ
の
よ
う
な
重

大
事
態
に
発
展
し
た
の
か
。

人
権
侵
害
が
原
因
と
考
え
る

が
。答

　
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、

面
談
で
あ
っ
た
り
電
話
で

あ
っ
た
り
し
た
が
、
人
権
侵

害
の
発
言
は
あ
っ
て
い
な
い
。

問
　
某
議
員
に
よ
る
議
会

等
で
の
人
権
侵
害
発
言
が
、

用
地
取
得
を
不
可
能
な
も
の

に
し
た
こ
と
に
、
町
長
の
見

解
は
。

答
　
用
地
交
渉
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
と
行
政
と
の
関

係
で
あ
る
。

問
　
地
権
者
が
隣
接
地
の

価
格
の
開
示
を
望
ん
だ
が
、

公
表
を
拒
ん
だ
理
由
は
。

答
　
町
の
用
地
交
渉
は
公

平
・
公
正
で
あ
り
、
私
を
信

用
し
て
ほ
し
い
。
後
で
解
っ

て
く
る
が
、
交
渉
の
途
中
で

は
、
開
示
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

問
　
最
終
の
任
意
交
渉
に

臨
み
、
二
重
価
格
を
提
示
し

て
地
権
者
の
人
格
を
著
し
く

傷
つ
け
た
こ
と

に
つ
い
て
、
ど

う
思
う
か
。

答
　
事
業
認

定
を
す
る
時
点

で
価
格
を
打
ち

込
む
必
要
が
あ

る
。
用
地
交
渉

で
は
、
事
業
認

定
に
な
っ
た
場

合
と
、
な
ら
な

か
っ
た
場
合
の

話
を
し
て
い

る
。

問
　
山
水
の
土
地
（
一
部

分
）
の
契
約
書
に
よ
る
と
、

所
有
権
移
転
登
記
に
至
る
ま

で
の
抵
当
権
抹
消
費
用
ま
で
、

町
が
負
担
す
る
契
約
に
な
っ

て
い
る
が
何
故
か
。

答
　
評
価
額
以
上
に
、
正

の
負
債
な
の
か
、
負
の
負
債

な
の
か
、
そ
の
時
点
で
は
分

か
ら
な
い
の
で
、
契
約
事
務

原
則
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。

問
　
商
店
街
へ
の
取
付
け

道
路
は
。

答
　
取
付
け
道
路
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

今
の
道
路
を
予
定
し
て
い
る
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

問　
新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
の
主
要
事
項
は
何

か
。答

　
基
本
理
念
と
し
て
、

新
町
建
設
計
画
の
５
つ
の
柱

に
沿
っ
て
予
算
編
成
し
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
基
礎
的

条
件
整
備
と
し
て
、
道
路
、

水
道
、
浄
化
槽
設
置
推
進
、

ト
マ
ト
農
家
の
機
械
更
新
の

支
援
等
の
農
林
業
振
興
、
地

場
産
業
の
促
進
や
福
祉
の
充

実
、
人
材
育
成
と
文
化
行
政

の
推
進
を
行
い
た
い
。

問
　
行
政
改
革
の
中
で
、

事
務
事
業
の
簡
素
化
、
施
策

水
準
の
見
直
し
等
を
定
め
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
事
業
仕
訳
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答
　
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ

て
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
内
部
組
織
と
し

て
自
ら
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

大
矢
野
原
演
習
場
周
辺

整
備
事
業

問　
演
習
場
が
立
地
す
る

自
治
体
に
は
、
障
害
防
止
事

業
等
が
適
用
さ
れ
る
が
、
過

去
五
年
間
の
事
業
実
績
は
。

答
　
障
害
防
止
対
策
事
業
、

民
生
安
定
事
業
、
調
整
交
付

金
事
業
が
あ
る
が
、
合
わ
せ

て
こ
の
5
年
間
で
は
年
平

均
2
億
5
0
0
0
万
円（
内
、

補
助
金
額
2
億
7
0
0
万

円
）
の
事
業
費
で
あ
る
。

問
　
今
ま
で
は
ハ
ー
ド
事

業
が
主
で
あ
っ
た
が
、
今
後

ソ
フ
ト
事
業
に
も
適
用
さ
れ

る
。
町
単
独
事
業
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
演
習
場
に
関
す
る
対
策

室
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

　
長
期
的
な
面
、
人
事

定
数
管
理
等
を
考
え
、
現
時

点
で
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し

な
が
ら
、
住
民
か
ら
期
待
さ

れ
る
仕
事
を
発
揮
し
た
い
。

森
林
・
林
業
基
本
計
画

と
林
業
行
政

問　
国
の
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
本
町
の
基
本
方
針
は
。

答
　
水
と
土
の
保
全
、
森

林
と
人
と
の
共
生
、
資
源
の

循
環
利
用
の
３
つ
の
視
点
か

ら
森
林
･
林
業
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
国
土
保
全
、
地
球
環

境
保
全
の
観
点
か
ら
、
予
算

編
成
に
あ
た
り
本
町
の
考
え

は
。答

　
間
伐
、造
林
、下
刈
り
、

道
路
網
、治
山
事
業
及
び
各

種
ソ
フ
ト
事
業
等
に
4
億
円

見
込
ん
で
い
る
。内
、町
の
補

助
金
６
，０
０
０
万
円
を
反

映
さ
せ
る
。地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、町
有
林
を
対
象

に
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

本田 忠次

赤星 喜十郎

大矢野原演習場管理事務所付近

急ピッチで進む国道への取付道路工事
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
崩
壊

問　
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

対
し
て
国
民
に
は
説
明
が
な

い
ま
ま
だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は

何
か答

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ほ
か

4
ヶ
国
で
、
締
結
さ
れ
た
自

由
貿
易
協
定
を
、
広
く
環
太

平
洋
地
域
の
諸
国
に
拡
大
す

る
と
言
う
も
の
で
、
そ

の
後
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

5
ヶ
国
が
参
加
し
現
在

9
ヶ
国
で
広
域
的
な
経

済
連
携
協
定
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

問
　
T
P
P
に
参
加

し
た
場
合
の
町
と
し
て

の
農
業
対
策
は
。

答
　
農
業
へ
の
影
響

は
深
刻
な
も
の
が
予
想

さ
れ
る
。
本
町
で
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

作
り
、
農
林
振
興
事
業
、

国
・
県
の
補
助
事
業
へ

の
上
乗
せ
等
の
対
応
を
し
な

が
ら
、
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

問
　
農
業
で
生
活
が
で
き

な
く
な
り
、
高
齢
化
が
進
み
、

町
が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

が
。答

　
国
策
（
産
業
政
策
、

社
会
政
策
）
と
し
て
の
介
入

が
必
要
で
あ
り
、
農
業
政
策

の
中
で
、
競
争
力
と
は
何
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
社

会
政
策
と
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
。
町
と
し
て
も
具
体
的
支

援
を
考
え
て
い
る
。
産
業
界
、

経
済
界
の
提
案
だ
け
で
は
納

得
で
き
な
い
。

問
　
自
治
体
も
農
協
な
ど

と
力
を
合
わ
せ
て
強
力
な
反

対
運
動
を
す
べ
き
と
思
う
が

答
　
日
本
の
民
俗
文
化
を

大
事
に
す
る
。
本
年
10
月
の

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
中
で
発
言

す
る
。
大
会
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
都
市
の
方
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る

山
都
町
の
教
育
と
は

問　
教
育
長
の
考
え
て
お

ら
れ
る
教
育
と
は
何
か
。

答
　
人
格
の
完
成
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
教
え
、
習
い
、

学
び
合
う
こ
と
で
あ
り
人
権

の
心
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
社
会
生
活
の
多
様
化

で
色
々
な
考
え
が
あ
る
が
、

今
、
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
。

答
　
子
供
に
対
し
て
生
き

る
力
を
付
け
る
。
知
・
徳
・

体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
れ
て

素
晴
ら
し
い
人
格
を
作
る
こ

と
。
人
の
心
を
失
わ
な
い
で

成
長
す
る
教
育
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

田上 　聖

一　般　質　問

小
水
力
発
電
の
可
能
性

問　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
電
力
買
取
が
施
行
さ
れ

る
。
地
形
的
条
件
を
利
用
し
、

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
町
に
は

滝
が
48
、
砂
防
堰え

ん

堤て
い

が
81
基
、

棚
田
の
用
水
路
等
、
水
の
落

下
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大
に
賦

存
し
て
い
る
。

答
　
基
本
的
に
は
誰
が
や

る
の
か
。
経
営
は
、
電
気
事

業
者
又
は
県
の
企
業
局
と

思
っ
て
い
る
。

関
心
は
あ
る

が
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
問

題
、
長
期
的
、

持
続
的
な
展

望
が
つ
か
な

い
。問

　
棚
田

用
水
路
の
水

を
活
か
し
て

小
水
力
発
電
が
で
き
る
。
売

電
し
収
益
で
後
継
者
を
残
せ

る
。
若
者
が
い
な
い
と
棚
田

の
存
続
も
危
う
い
。

答
　
日
之
影
町
の
先
進
事

例
に
つ
い
て
は
以
前
、
研
修

し
て
い
る
。
小
水
力
発
電
に

つ
い
て
は
否
定
は
し
な
い
。

応
援
は
す
る
が
、
誰
が
や
る

の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
滝
や
砂
防
堰え

ん

堤て
い

に
よ

る
小
水
力
発
電
で
自
主
財
源

の
確
保
を
す
べ
き
で
あ
る
。

１
０
０
０
k
w
の
規
模
で

1
億
円
の
収
入
が
見
込
め
る

が
。答

　
住
民
の
意
識
も
大
事

で
あ
り
、
小
水
力
発
電
も
理

解
で
き
る
が
、
太
陽
熱
、
太

陽
光
発
電
等
に
も
対
応
し
て

い
る
。

中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
策
定

問　
農
林
業
の
6
次
産
業

化
と
合
わ
せ
、
全
て
を
網
羅

し
た
農
林
商
工
連
携
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
が
で
き
な

い
か
。

答
　
本
町
の
農
林
商
工
業

に
つ
い
て
は
応
援
し
て
い
き

た
い
。
既
に
、
有
機
農
産
物

を
利
用
し
て
離
乳
食
を
開
発

し
て
い
る
。
介
護
食
も
同
じ

で
あ
り
6
次
産
業
が
立
ち
上

が
り
つ
つ
あ
る
。

情
報
公
開
の
基
本
姿
勢

は問　
情
報
公
開
は
何
の
た

め
に
あ
る
の
か
。
民
主
主
義

の
基
本
で
は
な
い
か
。

答
　
基
本
的
に
は
原
則
公

開
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

意
図
的
な
隠
ぺ
い
は
な
い
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど

事
務
手
続
き
上
公
開
で
き
な

い
点
も
あ
る
。
公
開
請
求
の

内
容
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
。

兼瀬 哲治

大分県竹田市の水力発電施設
事業費5,000万円最大出力25kw

TPPへの参加反対を唱える案
か

山
か

子
し
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職
員
給
与
の
格
差
は

問　
合
併
時
の
約
束
事
で

5
年
間
で
給
与
調
整
す
る
予

定
が
遅
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
こ
を
基
準
に
進
め
ら
れ
町

村
間
の
バ
ラ
ツ
キ
は
解
消
さ

れ
た
の
か
。

答
　
職
員
の
給
与
調
整
に

つ
い
て
は
、
法
令
の
範
囲
に

お
い
て
調
整
し
て
き
た
。
職

員
に
よ
っ
て
は
採
用
条
件
の

違
い
、
長
期
休
暇
等
も
あ
る

が
、
調
整
可
能
な
者
は
調
整

し
て
き
た
。

　
給
与
表
に
お
い
て
、
一
般

行
政
職
は
差
が
な
い
が
、
現

業
職
は
差
が
あ
っ
た
の
で
、

在
職
者
調
整
、
前
歴
計
算
を

し
な
が
ら
実
施
し
て
き
た
。

道
路
整
備
計
画
は

問　
未
舗
装
道
路
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
新
し
く
建

て
た
住
宅
の
舗
装
計
画
は
随

時
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
道
に
お
い
て
矢
部

地
区
、
蘇
陽
地
区
に
は
未
舗

装
道
路
は
な
い
と
思
う
が
、

清
和
地
区
に
は
尾
野
尻
、
市

の
原
に
あ
る
。
舗
装
等
の
道

路
改
良
は
長
期
計
画
に
上
げ

る
必
要
が
あ
る
。
現
場
を
見

て
実
施
計
画
に
上
げ
対
応
し

て
い
く
。

九
州
新
幹
線
の
効
果
は

問　
東
日
本
大
震
災
の
翌

日
が
九
州
新
幹
線
の
全
線
開

通
日
で
あ
っ
た
が
本
町
の
入

込
み
客
数
は
前
年
度
と
対
比

し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
三
大
祭
り
の
状
況
と
今

後
の
課
題
は
何
か
。

答
　
3
月
か
ら
6
月
ま
で

は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、

7
月
以
降
は
回
復
の
傾
向
に

あ
る
。
新
幹
線
の
開
通

に
よ
り
、
関
西
方
面
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
が
増
え

て
い
る
。
熊
本
バ
ス
に

は
、
熊
本
駅
発
の
浜
町

行
き
を
提
案
し
て
い
る
。

三
大
祭
り
は
天
候
に
左

右
さ
れ
、
昨
年
よ
り
祭

り
の
観
光
客
は
減
っ
た
。

F
M
熊
本
と
契
約
し
て

お
り
、
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

問　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を

つ
く
ら
れ
た
経
緯
は
。

答
　
幼
少
年
期
か
ら
の
消

防
啓
発
が
目
的
で
あ
る
が
、

町
、
町
消
防
団
が
形
成
し
た

も
の
で
は
な
い
。

問
　
将
来
役
立
つ
と
思
う

が
、矢
部
中
に
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
な
い
理
由
は
。ま
た
、

何
故
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
要
請

を
さ
れ
な
い
の
か
。

答
　
各
学
校
に
も
事
情
が

あ
り
、
教
育
委
員
会
が
指
導

す
る
も
の
で
は
な
い
。
学
校

行
事
で
避
難
訓
練
は
し
て
い

る
し
意
識
の
高
揚
に
努
め
て

い
る
。

消
防
の
課
題

問　
消
防
団
の
中
で
、
団

員
が
2
～
3
名
の
班
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
ポ
ン
プ
の
維
持

管
理
が
で
き
る
の
か
。

答
　
団
員
の
確
保
や
地
域

の
事
情
に
対
応
し
た
班
体
制

の
見
直
し
、
及
び
装
備
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問
　
地
区
の
緊
急

用
サ
イ
レ
ン
が
故
障

し
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
は
。
ま
た
、
地

上
式
の
防
火
水
槽
の

上
部
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
覆
い
地
下
式
に

で
き
な
い
か
。

答
　
防
災
行
政
無

線
を
重
視
し
て
い
る
。

自
主
防
災
の
こ
と
も

あ
り
サ
イ
レ
ン
の
設

置
状
況
を
み
て
検
討

す
る
。
地
上
式
で
も

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
カ

バ
ー
が
で
き
る
か
、
安
全
性

を
検
討
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

最
終
処
分
場
の
進
捗
は

問　
最
終
処
分
場
の
件
に

つ
い
て
、
今
後
の
計
画
と
課

題
は
何
か
。
建
設
に
向
け
た

地
域
住
民
へ
の
対
応
は
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
熊
本
県
条
例
に
よ
り

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要

で
あ
り
、
地
質
調
査
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
持
っ

て
県
と
の
再
協
議
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
県
の
公
告

縦
覧
の
後
、
本
町
の
公
告
縦

覧
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
に

並
行
し
て
地
元
説
明
会
を
し

て
い
く
。

少
子
化
に
対
す
る
保
育

園
の
運
営
は

問　
少
子
化
に
よ
り
園
児

が
少
な
く
な
り
、
以
前
か
ら

保
育
園
の
統
合
の
話
は
出
て

い
る
が
、
町
の
対
応
は
。

答
　
保
育
園
統
合
の
準
備

を
指
示
し
て
い
る
24
年
度
に

計
画
を
立
て
る
。

情
報
通
信
網
の
早
期
整

備
を問　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
も
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
一
つ
と
思
う

が
、
今
後
の
計
画
は
。

答
　
A
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を

整
備
し
た
が
全
町
に

行
き
渡
っ
て
い
な
い
。

光
に
つ
い
て
は
20
数

億
円
か
か
り
、
耐
用

年
数
の
問
題
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
も

多
額
を
要
す
る
。
A

Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
関
し
、
通

信
業
者
と
協
議
し
て

い
く
。
ま
た
、
無
線

の
技
術
を
使
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
勉

強
し
て
い
く
。

藤澤 和生

井手 邦男

一　般　質　問

九州新幹線（熊本駅）

小峰の最終処分場予定地
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　９月定例会最終日に、議長に対して３名の議員から「政治倫理審査会での調査」について文書で
請求がなされ、議長が検討した結果、１２月定例会最終日にその正否について回答しました。その請
求文書と回答書を次のとおり掲載します。

「政治倫理審査会での調査の請求」について（回答）

　平成23年９月29日付で、飯開和雄君、江藤強君及び藤澤和生君から請求があった「政治倫理審
査会での調査の請求」について、その正否について各関係者への聞き取り等の調査をしながら検討
した結果を、請求の事由順に沿って以下のとおり回答する。
　請求の事由としてまず第一に、「厚生常任委員会委員長でありながら、選定審査会に出席して、
同議員が関係する当施設の概要などの説明を行い、当施設に有利な取り計らいをしたことは明白で
あり、山都町議会議員倫理条例の第２条及び第４条第１項の規定に抵触する。」とあるが、工藤文
範君は、設立団体「三和会」の発起人の一人であり、福祉行政の経験も深いことから、設立団体の
代表とともに選定審査会に同席し、概要説明をしたものであり、説明の際、議員としての地位の影
響力を行使して、有利な取り計らいをした経緯は見当たらず、また、公益を損なうような事実も無
く、審査会に出席し説明したことでの不当性・不公正はなかったものと判断する。
　第二に、「議員が、選定審査会で説明したことは、町職員の公正な職務の遂行を妨げている恐れ
がある。」とし、倫理条例第４条第２項への抵触を示唆しているが、事業者選定の判定は、審査会
の委員全員の採点により最高得点業者が推薦されており、町職員の公正な職務の妨げはなかったと
判断する。
　第三に、「補助金は片務契約であり、請負に比較してもはるかに有利な補助金の受領者となる。
補助金を受領することは、同議員本人にとってまことに有利なことである。」とし、倫理条例第４
条第４項及び第７条との関連を示唆しているが、請負と補助金及び議員との関係については、先に
熊本県町村議会議長会事務局の参考見解を示したとおりであり、議員本人が補助金を受領すること
は問題ない。
　また、今回の補助金は個人でなく、社会福祉法人になされるものであるが、社会福祉法人はきわ
めて公共性の高い組織であり、健全な社会福祉事業の経営と公正な法人運営を維持する必要があ
り、県による指導監査、情報開示等が社会福祉法により規定されている。更に、社会福祉法人の事
業の結果生じた利益は、地域社会福祉サービスの充実や拡大のみに使われる。このような厳格な規
定や、県による認可審査を受けた社会福祉法人への補助金交付であり問題ないと判断する。
　尚、一般的に補助金の交付は補助事業者に対して行なう片務契約とされるが、そのために厳格な
申請書や報告書の提出が義務付けられており、不正・不当な行為があった場合は補助金の返還や、
罰則規定が設けられているので、双務契約と比較して、今回の補助金が一方的に有利とは断定でき
ない。
　以上の検討の結果から、今回の政治倫理審査会での調査の請求に対する議長見解は、正当とは認
めがたいと判断したことを回答する。

平成23年12月14日　　　　
山都町議会議長　藤川憲治
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政治倫理審査会での調査の請求
平成23年9月29日

山都町議会議長　藤川憲治　様
山都町議会議員　飯開和雄
山都町議会議員　江藤　強
山都町議会議員　藤澤和生

政治倫理審査会での調査の請求について
　山都町議会議員工藤文範君は、下記の理由により山都町議会議員倫理条例の規定に抵触する疑い
があるので、同条例第５条の規定により政治倫理審査会での調査を請求する。

記

　山都町議会議員工藤文範君は、小規模特別養護老人ホームの町の指定に当たり、厚生常任委員会
委員長でありながら、選定審査会に出席して、同議員が関係する当施設の概要などの説明を行い、
当施設に有利な取り計らいをした。しかもその後、同議員は当該法人の理事長に就任している。
　同条例第２条には「自己の地位の影響力を行使して、自己及び特定の個人・企業等の利益を図っ
てはならない。」とし、同条例第４条第１項に「議員は、山都町が行う許認可、請負又はその他の
締結に関し、特定の個人及び企業・団体等のために有利な取り計らいをして、公益を損なうような
ことをしてはならない。」と規定している。
　同議員は同議員本人が関係する企業・団体のために選定審査会で説明をするなど有利な取り計ら
いをしていることは明白であり、同条例第２条及び第４条第１項の規定に抵触する。
　同条例第４条第２項では「議員は、町職員の公正な職務の遂行を妨げ、又は町職員の権限若しく
は地位による影響力を不正に行使するよう働きかけてはならない。」と規定している。
　同議員は、選定審査会で説明をしたことは、町職員の公正な職務の執行を妨げている恐れがあ
る。
　熊本県の福祉法人の認可に当たっては、理事長に就任して、工藤文範理事長の名前で法人の認可
を受けている。
　国県町の補助金の合計は189,301千円の多額になる。地方自治法第92条の2の議員の兼職禁止には
当たらないが、同条の請負などは双務契約であり、町の財政支出に対して施設や物品を納入しなけ
ればならない。
　一方、補助金は片務契約であり補助金を工藤文範君が理事長である施設の整備等に使われるだけ
で、町への義務を負わないものである。請負に比較してもはるかに有利な補助金の受領者となるの
である。
　同議員は、当該福祉法人とは縁戚関係にあるばかりでなく、当該法人の理事長となり町の指定を
受け、県の認定を受け、補助金を受領することは、同議員本人にとってまことに有利なことであ
る。
　同条例第７条の「特に、第４条第１項及び第２項に関して金品の授受があった場合は告発するも
のとする。」とあるが、この条項は第三者から金品を受領した場合である。本事案は、同議員が同
議員のためになした行為であり、金品の授受などあり得ないが、それ以上の有利性を含んでいると
言わざるを得ない。
　よって山都町議会議員倫理条例の規定に抵触する疑いがあるので政治倫理審査会での調査を議長
に請求するものである。

以上
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親しみやすい議会広報に向けて
県主催議会広報研修会
　議会広報の作成等に関する研修会が、23年11月9日、熊本県市町村自治会館で実施されました。
　講師の方から、「広報の基本は、熱い思いとそれを伝える表現力であり、心構えとして読者（住
民）の満足度を優先させること。そのためには、住民目線で、内（議会や執行部）ではなく外（住
民）を意識し、難しいことを解りやすく、硬いことを柔らかく伝えることが基本である。」との講義
を受けました。
　その後、各町村議会が発行している議会広報
を参考例に、文言の使い方、添付写真の説明の
方法、レイアウト等について診断がありまし
た。
　現在、ほぼ全町村の議会において議会広報が
発行されていますが、それぞれ特徴があり、広
報活動の深さを知り得ることができました。
　本町議会も、この研修を活かし、さらに深さ
を求めながら、住民の皆様に満足のできる公
平・公正な広報を目指していきます。

先進地（邑
お お

南
な ん

町）を訪ねて
　23年10月27日、島根県邑南町において、議会基本条例及び議会広報等について視察研修を行いま
した。
　邑南町が制定している議会基本条例は、第1条に、｢この条例は、議会運営、議員の活動に関する
基本的事項を定めることにより、町民と共に進む使命感と活力にあふれた議会をめざし豊かなまちづ
くりに寄与することを目的とする。｣と明記し、全16条からなる条項を定めています。
　特に、町民と議会との関係を重視しながら議会の在り方を追求し、反問権の付与、閉会中の質問権
を明確化しており、山都町議会においても参考になるところであります。
　また、議会広報についても、「議案に対する
各議員の対応を議会広報で公表する等、情報の
提供に努めなければならない。」と本条例の中
で定めており、議会広報の充実を規定していま
す。
　山都町議会も「議会だより」を皆さまに届け
ながら、議会活動の状況を公開していますが、
紙面の作り方、写真添付の方法、そして中身の
充実など、今回の研修において得るものが多く
ありました。

邑南町研修

研修時の全体写真

│議│員│研│修│
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1  祝！ 滝下トンネル開通
　清和地区の緑川において、待望の滝下トンネルが完成しました。
　旧清和時代からの念願がようやく実りました。これはまさに合併効果であり完成により、今後経済面、観
光面で大いに期待がもたれます。

どうなった！あの事業・この事業

●事業名
　フォレストコミュニティー総合整備事業
　（里山エリア再生交付金）

●工事内容
　延　長　２８.５ｍ（改良前１３.５０ｍ）
　幅　員　　５.０ｍ（改良前　３.３８ｍ）
　高　さ　　５.５ｍ（改良前　３.８５ｍ）

●工事費
　１億１千６３１万円
　財源内訳
国　庫 ６千３９７万円（５５％）

県　費 １千１６３万円（１０％）

町　費 ４千　７１万円（３５％）

2  明日を担う子ども達のために
移動図書館車、運行開始
　本町の図書館活動が評価され、国より｢住
民生活に光を注ぐ交付金｣2,890万円が交付
されました。
　この交付金は、移動図書館車（わくわく
号）の購入、図書館車に乗せる図書の購
入、さらに、学校図書室の充実を図るた
め、全小中学校に図書用のパソコンによる
図書管理システムの導入等に活用されてい
ます。
　子供を育てることが山都町の将来をつく
る。このことをモットーに良い本を町の
隅々まで届けながら、地域の方とのネット
ワークをつくり福祉にも寄与していきた
い。と、関係者の声でした。山都町の将来
に期待が寄せられます。 命名者の工藤 愛菜（蘇陽小3年）さんと

イラストを描いた山崎 咲さん

滝下トンネル開通式
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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── 期待される議員像 ──

公・正・清・敬を目指したい

議会の最大の役割（仕事）は市町村長の行う行政を抑制，監視（チェック）することです。
今回は（前鹿児島県町村議長会事務局長）であった池田正夫氏の「議員像」を紹介します。

この、８項目に加えて特に求められているのが倫理の確立であります。
また、指導的立場にある者は公平と正義を守り、清廉潔白で他人を尊敬し、良心的であれ。
　逆に、私利私欲に惑わされ、邪悪な心、おごり､たかぶりは厳に慎めと儒学者、佐藤一斉が
心得として説いています。
議会、議員にとっては守るべき貴重な教訓です。

1 地域の実態、住民の願いや不平不満を的確に把握して
問題意識を持っていること

4 厳正な批判精神に富むこと

2 取り組むべき政策を明確にして、その実現に努力すること

5 法令を読み、理解できること

7 地域の将来を考え、住民に訴え、指導性を発揮できること

3 代表者意識に徹し、一部地域や団体のみでなく
全体的立場に立って判断、行動すること

6 自治体財政の実態を把握し、財政論議ができること

8 首長と一歩離れ、２歩離れない立場を守ること

編

後
集

記

前号で教育施設として写真紹介しました旧白糸中学校校舎は、現在総務課の管理となっています。
その旨訂正いたします。訂 正 文


